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９月９日の例会報告 
会 長 の 時 間 
 阪神タイガースが優勝したみたいです。私は巨人
ファンですから、あまりうれしくはないんですけれども、
おめでとうございます。 
 先週、広陵地区情報集会を開いていただきまして、
本当にありがとうございました。今週の新庄地区情
報集会もどうぞよろしくお願いいたします。 
 さて、今日は新庄地区と高田地区との深い関係に
ついてお話しいたします。関ヶ原の戦いの後、和歌
山から桑山一晴が新庄地区に転封されまして、葛城
市新庄地区の屋敷山に陣所を構えました。その東
に武家屋敷を造られたということです。政治の中心
は新庄地区でしたが、藩内の経済については高田
地区となりました。その理由は、古くから街道が通っ
ており、堺から八木へと抜ける交通の要衝であった
からです。実際、高田村の本郷地区には土豪が住
んでおり、約７０件の屋敷があったことが地図で明ら
かになっております。その土豪に命じて、高田を発
展させたということです。また、本郷の西にその後、
門徒衆の専立寺を誘致して寺内町を形成しました。
そして、町屋に商人を集めて、経済的に保護してい
ったということです。それが今日の経済都市大和高
田の発展につながりました。私はあまり知らなかった
のですが、葛城市歴史博物館の本を読みまして、新
庄と高田の関係の深さを知ることができました。 
幹 事 報 告 
◎第３回クラブアッセンブリーのご案内（予定）を配
付しております。 
◎休会のお知らせ 
 ９月２３日（火）は休会です。 
 ９月３０日（火）は９月２８日（日）のＩＭに振替です。 
◎大和高田ＲＣが過去に設置した看板について、

情報のご提供をお願いしております。例会場の掲示
板にも記入できますし、事務局では地図のご用意も
しております。ご協力の程お願いいたします。 
◎９月１６日（火）例会終了後に理事会を行いますの
で、関係の方々はご出席をお願いいたします。 
ゲ ス ト 
竹岡遼弥様(大和高田ＲＡＣ会長) 
松村實恵様(大和高田ＲＡＣ幹事) 
桂  吉坊様(落語家 卓話講師) 
誕 生 日 祝 
射場祥行会員( 9月12日) 
結 婚 記 念 日 祝 
中川和久会員( 9月 9日) 伊森隆敏会員( 9月 9日) 
創 業 記 念 日 祝 
中井隆男会員( 9月12日) 中井俊之会員( 9月12日) 
ＲＬＩ修了証 
辻  修会員 藤井宏典会員 村島靖基会員 
委員会報告及びその他報告 
○ローターアクト委員会  川中教正委員長 
 ローターアクトクラブの竹岡会長と松村幹事が就
任の挨拶に来られています。今月また１人増強の予
定がございます。それがかなえば８人となり、３０周
年に向けて頑張って活動してまいりますので、皆様
よろしくお願いいたします。 
 竹岡遼弥大和高田ＲＡＣ会長 
 今年度、大和高田ＲＡＣは３０周年を迎えました。
３０周年事業のほうもしっかり進んでおります。今年
度の周年事業として、１１月３０日にＪＲ大和高田駅の
ロータリーでマルシェを開催いたします。こちらの事
業の目的は、当クラブでも支援されております、フー
ドバンク大和高田の周知と支援を目的としたもので
す。引き続き、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいた
します。 
○新庄地区情報集会  吉田  暁世話人 
 本日１８時から�甚にて新庄地区情報集会を行い
ます。 
○職業奉仕委員会  村井善治委員長 
 次週例会時にフードバンクの募金箱をお持ちいた
しますので、ご協力よろしくお願いいたします。 
ニ コ ニ コ 箱 
・桂吉坊様をお迎えして。広陵地区情報集会ありが
とうございました。 山田  博会員 
・広陵地区情報集会では、お世話になりました。桂
吉坊さんをお迎えして。 木原常裕会員 
・桂吉坊さんをお迎えして。 中井隆男会員 

 
「こども食堂の現状」 
 大和高田市おひさん食堂 吉村眞由美 様 
   香芝市おひさま食堂  吉村典恵 様 
    香芝市なごみ食堂  高橋  進 様 

本日の例会 (９月１６日) 

 
 移動例会 ＩＭ第５組参加 
 
           ホスト：橿原ＲＣ 
         

次回の例会 (９月２８日) 



・桂吉坊師匠、おもしろい話、よろしくおたの申しま
す。 清水良彦会員 
・阪神タイガースのリーグ優勝を祝して。 
 枡岡  進会員 
・南都華香会展、前回例会休んで當麻寺中之坊松
村住職のお人柄が出ている書、見せていただきまし
た。 竹村惠史会員 
・広陵地区情報集会でお世話になりました。 
 竹村惠史会員 
・２０年在籍のお祝いを頂きありがとうございました。
２５年に向けて頑張ります。 髙木美香会員 
・誕生日祝を頂いて。 山本忠行会員 
・垣本様、９月１６日還暦のお誕生日おめでとうござ
います。ますますお元気でいらっしゃること、祈念し
ております。 丸野正徳会員 
・結婚記念日祝を頂いて。 伊森隆敏会員 
 
卓話「おもろい話」  落語家 桂  吉坊 様 

 私は米長一門の噺家でござい
ます。桂米長は、今年で亡くなり
ましてもう１０年でございましてね。
生誕１００年でもあります。９０で亡
くなるまで本当にお元気な師匠
でいらっしゃいました。私が入門
しましたのがちょうど喜寿の頃、

７７前後でございました。直弟子はもうお取りではご
ざいませんでしたが、孫弟子の私は内弟子として住
み込みで修行をさせていただいたわけです。昨今、
住宅事情もあって住み込みは減る中、米長ぐらいの
人になりますと、人間国宝でございますから、ほぼ同
い年の奥様とお二人では仕事をとてもこなせないと
いうことで、若い衆が住み込んでおったんでござい
ます。 
 もう一つの事情というのがございましてね。うちの
師匠の吉朝の家が尼崎市南武庫之荘にございます
マンションだったんですね。こちらに弟子が住み込
むとなりますと、師匠は家を出ないといけないという、
こういう住宅事情がございましてね。飼い猫は残して
もらえるということだそうでございまして、これだけでう
ちの師匠の家の中の順位が分かるというようなもん
でございます。 
 まあまあそういうようなこともございまして、米長のと
ころで勉強させていただきまして。３年間ずっと国宝
のそばにいてたんでございますね。住み込みをして
いる間は、稽古をつけてもらいました。物を教わるに
も上手い下手がございます。我々噺家の稽古という
のは、一番初めは三遍稽古という稽古がございまし
てね。まずは、うちの師匠の吉朝が３回まずいくんで
すな。短いところを３回。言うたら、オウム返し。「はい、
言ってみ」。目の前で覚えてやるんですね。それで、
それを覚えたら、次のところをまた３回、また３回とや
るんでございます。 
 これを聞いていますと、噺家というのは非常に物覚
えのいい商売に聞こえるんでございますが、物を覚
えようと思ったら、大体覚えれないものなんでござい
ますね。どういうわけでございましょうか、３回で覚え
れた試しがございません。大体、落語の始まりという 
 
 
 

のは、多いのがね、「こんにちは」「おう誰やと思った
らおまえさんかいな。まあまあこっち上がり」「へいへ
い上がらしてもらいます」「よっこいしょっと」なんてこ
とを言うんですね。 
 ところが、自分があこがれて入った師匠でございま
すからね、やっぱりその師匠が目の前でしゃべって
くれるというのは、うれしいもんでございますからね。
「うわっ、師匠がしゃべってくれてる」と思ったら、もう
３回終わっているんでございますね。すると、初めの
言葉、「こんにちは」を忘れるんでございます。「やっ
てみい」「えー、えっ、師匠、初め何でした」「もう。『こ
んにちは』や」「あのう、次は」「ああっ。『こっち入りい
や』」。こんな調子でございますから、３遍どころでは
ございません。５遍、１０遍となってきます。師匠の眉
間の辺りにいなずまが走っておりました。 
 米長師匠は、三遍稽古のような細かい稽古はつけ
てくださらない。もうこっちが「覚えました。師匠、見
てください」「ほな、よっしゃ、見たろう」、一席見ても
らう、そういう稽古でございます。米長師匠というのは
やっぱりすごいですね。何十人も弟子がいますから、
今日うちに来た弟子が、今日はただの挨拶か、稽古
に来よったかというのを勘づかはるんでございます
ね。弟子に「稽古をつけてください」と言われると、物
すごく嫌な顔をするんでございますね。師匠がよく
やっている一文笛というネタがあった。これを教えて
いただこうと思いましたら、師匠が「あのな、吉坊、お
まはん、一文笛という落語は知ってるやろ」「いや、
そら知ってます」「あのな、わしの一文笛は聞いてる
やろうさかい、もう覚えてたらやったらええ」「いや、
そういうわけにはいきません」という感じでした。 
 ようようお稽古をしていただきまして、終わるかなと
いうタイミングからぼちぼちお酒の準備が始まるんで
ございますね。このお酒というのが長うございました
ですね。この間に聞くお話というのがありがたい。い
わば稽古代わりというようなもんでございましたけれ
どもね。 
 米長師匠はお酒はその喜寿のころでもよくお飲み
になりましてね。必ず呼び出しがあるんでございま
す。おうちが武庫之荘という駅の近くでございました
から、電車でみんなやってくるわけでございます。飲
んでおりますうちに、どんどん終電の時間が近づい
てくるわけでございますね。もうそうすると、弟子がそ
わそわしてまいります。すると、米長師匠はまたつぐ
んでございますね。もう永遠に終わらない。さあそう
なりますと、次の手でございます。帰らさないというの
でございますね。「あのな、タクシーのチケットを出し
てやるさかいな、もう一杯飲んでいったらどうや」と、
こう言う。夜中の１時、２時頃でございましょうか。草
木も眠る丑三つ時というやつでございますよ。まだ
武庫之荘では宴会が続いておるわけでございます
ね。そうしますと、米長師匠がさっきまで「チケットあ
るからな」と言うてたのが、夜中の２時になりますと、
「もう車も来えへんで」。どういう脅迫やねんと。そうい
う状況になるわけです。まあしかし、そうやって飲ま
せていただいた、これも一つの財産でございました
けれどもね。 
（落語一席） 

 
 
 

 
出席報告 
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出席率 

９月９日 88 55 50 5 2 33 26 0 96.29％ 
９月２日 88 55 47 8 0 33 21 0 89.47％ 
８月26日 88 55 49 6 1 33 26 0 93.83％ 

※食品ロスの削減に努めましょう。（９月２日の弁当残数は５個） 

 


